
　　　
は
じ
め
に
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
対
し
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
早
期
の
復

旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
我
が
国
は
、
急
速
な
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公

表
し
ま
し
た
『
日
本
の
将
来
推
計
人

口
』
に
お
い
て
は
、
１
億
２
千
600
万

人
の
人
口
は
、
２
１
０
０
年
に
は
６

千
300
万
人
に
半
減
し
、
高
齢
化
率
が

約
40
％
の
『
年
老
い
た
国
』
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
研
究
所
が
新
た
に
公
表

し
ま
し
た
『
日
本
の
地
域
別
将
来
推

計
人
口
（
令
和
５
年
推
計
）
』
に
お

い
て
は
、
本
市
の
人
口
は
、
２
０
３

０
年
に
は
人
口
４
万
人
を
切
る
と
推

計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
４
万
人

の
う
ち
約
１
万
５
千
600
人
、
割
合
に

し
て
約
４
割
の
市
民
が
65
歳
以
上
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
本
市
の

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
国
の
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
と
比
較
し
て
も
、
速
く

進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
を
緩
や
か

に
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

令
和
２
年
度
を
初
年
度
と
す
る
『
第

２
期
登
別
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
』
を
策
定
し
、
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
国
の
総
合
戦
略
を
勘
案
し
、

今
後
は
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
活
用
し
な
が
ら
承
継
・
発
展

さ
せ
、
地
方
創
生
の
充
実
・
強
化
に

向
け
た
切
れ
目
の
な
い
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
総
合

戦
略
の
一
部
改
訂
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
は
、

『
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
』

の
実
現
に
向
け
、
地
域
の
個
性
を
生

か
し
な
が
ら
地
方
の
社
会
課
題
解
決

や
魅
力
向
上
の
取
り
組
み
を
加
速
化

・
深
化
す
る
こ
と
と
し
『
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
』
を

新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
続
い
た
場
合
、
地
域

経
済
が
縮
小
し
、
さ
ら
な
る
人
口
減

少
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
悪
循

環
を
加
速
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
市

内
企
業
の
活
力
を
高
め
、
創
業
支
援

や
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
確
保
、
本

市
の
強
み
で
あ
る
観
光
に
よ
る
産
業

振
興
な
ど
、
ま
ち
全
体
と
し
て
稼
ぐ

力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
『
住
み
つ
づ
け
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち

を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
連
携

・
協
力
の
下
、
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
、
賑
わ
い
の
あ
る
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
市
民
の
生
活
基
盤
の
安
定
を

図
り
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
、
幸
せ
な
老
い
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
併
せ
て
、
人
口
減
少
を
見
据
え
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
・
継
続
的

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
生
活
や
生
命
、
財
産

を
守
っ
て
い
く
体
制
づ
く
り
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
６

年
度
に
お
け
る
市
政
の
執
行
に
つ
い

て
は

　
『
人
が
輝
き
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
』　『

支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
』

　『
手
を
取
り
合
い
、
豊
か
な
未
来

へ
つ
な
げ
る
ま
ち
』

　
の
３
つ
を
柱
と
し
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に

　２月から３月にかけて開かれた『令和６年第１回市議会定例会』では、
令和６年度の予算案や条例改正などを審議・議決しました。
　会期初日の２月14日、小笠原春一市長は、今年のまちづくりをどのよ
うに進めて行くかを示す『市政執行方針』を、安宅錦也教育長は、市の
進める教育のあり方を示す『教育行政執行方針』を発表しました。
　今号では、両方針の概要と、関連する事業費、令和６年度当初予算の
概要についてお知らせします。

※要約・抜粋しています。 小笠原 春一 市長令和６年度 市政執行方針

令和６年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

お  がさわら はるいち

たくあ やきん

』

2024.４月号 2令和６年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要令和６年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要2024.４月号

▲ホッキ貝の陸揚げ作業

▲誘客イベントの様子▲ＪＲ登別駅新駅舎イメージ

3

地域経済の活性化地域経済の活性化
人が輝き、活気あふれるまち

　地域経済の活性化を目指す上で、企業の生産性向上
による経営基盤の強化はもちろんのこと、市内消費の
喚起や創業の促進を一体的に推進していくことが重要
です。
　また、地域経済を将来にわたって維持・発展させて
いくためには、地域に多様な形で関わる関係人口の創
出を目指すとともに、まちに活気を呼び込む取り組み
が必要となります。
　地域経済の維持・発展については、生産年齢人口の
減少に伴う人手不足などにより、市内事業者を取り巻
く環境は厳しさを増していることから、市内事業者の
持続可能な経営基盤の確立・強化に向け、生産性の向
上や業務改善、集客促進などが期待できるソフトウエ
アやデジタル機器の導入を支援し、市内事業者のデジ
タル化を促進していきます。

令和６年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

各地区のまちづくり各地区のまちづくり
　中央地区については、目指すべき中央地区の未来像
などについて、サウンディング型市場調査での事業提
案や中央地区まちづくり協議会からの提言書を踏まえ
検討し、市としてお示しします。
　また、登別地区については、ＪＲ登別駅へのエレベ
ーターなどの設置および駅舎の新築、駅前広場の整備
などが予定されています。今後、地域・民間主体の新
体制の協議体を立ち上げ、婦人センター跡地の利活用
や道道登別停車場線沿線の活性化などの各種協議をい
ただき、未来のあるべき姿を共有しながら協議体と連
携し、地区の活性化に向け取り組んでいきます。

●登別産一次産品普及促進事業費
●創業支援事業費
●企業誘致等経費
●商談会等出展補助金
●商店街活性化事業補助金

509万円
877万円
53万円
100万円
360万円

●ＪＲ登別駅エレベーター等設置事業補助金
●観光交流センター駐車場等整備事業費

  １億8,710万円
2,414万円

●観光客誘客促進事業費
●登別・ウポポイ周遊促進事業費
●登別市・白老町観光連絡協議会負担金

 1,187万円
176万円

 1,325万円

ふるさと納税の取り組みふるさと納税の取り組み
　令和５年度は、かねてより目標としていた10億円を
上回る見込みとなったことから、令和６年度は、寄附
額12億円を目指し、マーケティング分析に基づいた返
礼品の改善・新規開発を促進するとともに、寄附受付
ポータルサイトの特徴分析による寄附者へのアプロー
チ手法を検討し、寄附額の増加、ＳＮＳならびにイベ
ントを通じた関係人口の創出を目指していきます。
　また『企業版ふるさと納税』については、マッチン
グ支援業務の仕組みを活用し、これまで以上に本市の
地方創生の取り組みを広くＰＲしていくとともに、さ
らなる寄附の獲得を目指していきます。

●ふるさとまちづくり応援寄附金関係経費
６億3,600万円

観光地としての魅力づくり観光地としての魅力づくり
　登別国際観光コンベンション協会をはじめとする団
体、企業と連携し、魅力ある観光地づくりを推進しま
す。
　近隣自治体との連携については、北海道登別洞爺広
域観光圏協議会や、登別市白老町観光連絡協議会など
の枠組みを活用し、広域的な誘客促進などに取り組み
ます。
　特に、登別市白老町観光連絡協議会では、企業版ふ
るさと納税を活用し、両市町の情報発信や受入環境整
備を進め、ウポポイを核とした域内の周遊促進を図り
ます。
　また『ヌプㇽ』では、札幌・新千歳空港行き都市間
バスの発着により、交通結節点の機能を充実させるほ
か、エレベーターの設置を含めたＪＲ登別駅のリニュ
ーアルや駅前広場の整備など、市民や観光客の利便性

重要施策１

の向上を図ることで、周辺地域の賑わいの創出につな
げていきます。

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2024031200022/
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今
年
度
は
『
地
域
と
つ
な
が
る
創

意
あ
る
教
育
活
動
』
を
展
開
す
る
た

め
に
、
学
校
運
営
協
議
会
を
活
用
し

た
地
学
協
働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

各
小
中
学
校
の
発
想
や
工
夫
を
生
か

し
、体
験
的
な
学
習
を
重
視
し
た『
ふ

る
さ
と
登
別
』
を
知
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
週
５
日
制
導
入
に
伴
い
10
年

間
実
施
し
て
き
た
『
土
曜
授
業
』
は
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
負
担
感
、

部
活
動
の
地
域
移
行
や
教
職
員
の
働

き
方
改
革
の
推
進
な
ど
、
学
校
を
取

り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
を
考
慮

し
、
全
市
で
統
一
し
た
実
施
に
つ
い

て
は
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
学

習
進
度
、
興
味
・
関
心
な
ど
を
踏
ま

え
た
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工

夫
・
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た『
個
別
最
適
な
学
び
』と『
協

働
的
な
学
び
』
を
一
体
的
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
特
性
な
ど
を

効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
本
市
の
児
童
生
徒
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
『
算
数
・
数
学
』
の
学

習
支
援
と
し
て
、
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生
に
導
入
し
て
い
る
算
数
学
習

ア
プ
リ
の
活
用
を
継
続
し
、
学
習
内

容
の
確
実
な
定
着
と
学
力
の
底
上
げ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
従
来
の
授
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
組

み
合
わ
せ
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
』
の
実
現
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
通
常
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、

夏
休
み
や
冬
休
み
に
お
い
て
も
、
児

童
生
徒
が
外
国
語
指
導
助
手
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機

会
を
設
け
、
日
常
か
ら
英
語
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
を
進
め
『
聞
く
・
話

す
』
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
が
自
己
調
整
し
な
が
ら
学

習
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
、
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
児

童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に

努
め
、
日
頃
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
持

ち
帰
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
主
体
的

な
学
び
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
行
事
や
学
級
活
動
、児
童
会
・

生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
の

意
見
や
人
権
を
尊
重
し
、
よ
り
よ
い

人
間
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
自
己
存

在
感
や
自
己
有
用
感
を
育
む
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
た

め
、
地
域
資
源
や
地
域
人
材
を
活
用

し
た
体
験
活
動
を
重
視
し
『
ふ
る
さ

と
登
別
』
の
良
さ
を
知
り
、
理
解
を

深
め
る
教
育
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
小
学
校
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の

派
遣
な
ど
を
継
続
し
、
組
織
的
に
運

動
の
習
慣
化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
家

庭
に
お
け
る
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
』
の
啓
発
、『
登
別
市
ケ
ー
タ
イ
・

ス
マ
ホ
３
つ
の
ル
ー
ル
』
に
つ
い
て

周
知
徹
底
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の

健
全
な
心
身
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
実
践
的
指
導
力
や
専
門
性
の
向
上

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
教
職
員
の
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
教
育
委
員
会
デ
ジ
タ
ル

フ
ェ
ロ
ー
と
連
携
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
指
導
力
向
上
研
修
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
保
護
者
と
の
連
絡
体

制
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
よ
り
教
職

員
の
働
き
方
改
革
に
努
め
ま
す
。

　
今
日
の
日
本
社
会
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
情
報
技
術
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
人
々
の
価
値
観
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

が
大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
の
脅
威
や
国
際
情
勢
の
不
安
定

さ
に
よ
り
、
先
行
き
が
不
透
明
で
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
諸
課
題
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な

人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
協
働
し
、
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、
自
ら
が
共
生
社
会
の
創
り

手
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
や
可

能
性
を
引
き
出
す
教
育
を
推
進
し
、
そ
の
成
長
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き

ま
す
。

教育行政執行方針
令和６年度

※要約・抜粋しています。
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土
曜
授
業
の
見
直
し

確
か
な
学
力
の
向
上

英
語
教
育

健
康
・
体
力
づ
く
り

教
職
員
の
人
材
育
成

望
ま
し
い
学
習
習
慣
の
確
立

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

安宅 錦也 教育長

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
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重要施策２ 支え合い、安心して暮らせるまち
誰もが安心して産み・育てられる環境の充実誰もが安心して産み・育てられる環境の充実
　妊娠期から子育て期の切れ目のない支援の強化につ
いては、産後ケア事業のさらなる充実化を図り、子育
て世帯の負担軽減については、18歳以下の全ての子ど
もにかかる医療費について助成します。
　公立保育所については、民営化に取り組むとともに、
保育需要への柔軟な対応や地域の子育て支援などの充
実を目指していきます。また、児童の放課後などの活
動拠点の確保については、幌別小学校敷地内へ放課後
児童クラブを併設した新児童館の建設を進めるととも
に、青葉児童クラブの青葉小学校内への移転を進めま
す。
　定住促進と少子化対策については、夫婦として新生
活を始める39歳以下の世帯に対する上限30万円の家賃
や引越費用などの一部補助を継続するとともに、29歳
以下の若い世帯に対しては補助上限額を60万円まで拡
大します。

●結婚新生活支援補助金
●子ども医療費助成経費
●（仮称）幌別児童館統合整備事業費
●産婦総合支援事業費
●出産・子育て応援事業費
●特定不妊治療費（先進医療）助成事業費

600万円
6,766万円

３億6,631万円
266万円
1,826万円
164万円

重要施策３

重層的支援体制整備事業重層的支援体制整備事業
　高齢・障がい・子ども・生活困窮などに関する既存
の相談支援の仕組みを生かしつつ関係機関と連携を図
り、包括的な支援体制の構築に取り組みます。

●生活困窮者自立支援事業費
●総合相談支援事業費
●地域包括支援センター運営事業費

265万円
2,174万円
6,926万円

多文化共生社会の実現多文化共生社会の実現
　近年、外国人労働者が増加している状況にあること
から、地域住民の国際理解と多文化共生の推進に取り
組むこととし、地域おこし協力隊として『国際交流プ
ロジェクトマネージャー』を募集し、外国人住民が孤
立せず、気軽に相談ができる環境や、地域住民と外国
人住民が交流できる環境をつくっていきます。

●デンマーク友好都市中学生派遣交流事業費386万円

環境に優しいまちづくり環境に優しいまちづくり
　将来にわたって住み続けられるまちづくりを進めて
いくため、環境負荷の低減に継続して取り組みます。
　また、クリンクルセンターの再延命化に向けた計画
の策定を行います。

●ゼロカーボンシティ重点対策加速化事業費
●クリンクルセンター再延命化計画策定業務委託料

7,409万円

163万円

持続可能な行政経営持続可能な行政経営
　人口減少や少子高齢化による人手不足や税収減な
ど、安定した財政運営に向け大きな課題と直面する
中、将来にわたり市民の皆さまに質の高い行政サー
ビスを提供し続けるため、事務事業のスクラップア
ンドビルド、デジタル化などによる業務効率化やコ
スト抑制、提供サービスの最適化などに努めます。

● 情報化推進経費 １億2,139万円

災害に強いまちづくり災害に強いまちづくり
　令和７年２月、本市初となる冬の総合防災訓練を実
施し、避難にかかる時間や身体への負担度など、夏季
との違いを参加者に感じていただきます。
　避難時の線路横断については、市民などの円滑な避
難のため、本年１月にＪＲ北海道へ協議申し入れを行
ったところであり、今後も早期の合意を目指していき
ます。
　現在建設中の消防庁舎は、令和７年４月の供用開始
に向け、また、西胆振圏３消防本部による消防通信指
令業務共同運用については、令和８年２月からの運用
開始に向け、それぞれ整備を進めます。
　市役所本庁舎については『市民の安全安心を守り、
市民が集い協働のための庁舎』のコンセプトの下、令
和７年度末の完成に向け、今年度は１階床までの躯体
工事の施工を予定しています。

●総合防災訓練経費
●消防本部新庁舎建設事業費
●市役所本庁舎建設事業費

181万円
２億3,241万円
６億9,050万円

▲（仮称）幌別児童館　外観イメージ

手を取り合い、豊かな未来へつなげるまち
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今
年
度
は
『
地
域
と
つ
な
が
る
創

意
あ
る
教
育
活
動
』
を
展
開
す
る
た

め
に
、
学
校
運
営
協
議
会
を
活
用
し

た
地
学
協
働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

各
小
中
学
校
の
発
想
や
工
夫
を
生
か

し
、体
験
的
な
学
習
を
重
視
し
た『
ふ

る
さ
と
登
別
』
を
知
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
週
５
日
制
導
入
に
伴
い
10
年

間
実
施
し
て
き
た
『
土
曜
授
業
』
は
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
負
担
感
、

部
活
動
の
地
域
移
行
や
教
職
員
の
働

き
方
改
革
の
推
進
な
ど
、
学
校
を
取

り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
を
考
慮

し
、
全
市
で
統
一
し
た
実
施
に
つ
い

て
は
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
学

習
進
度
、
興
味
・
関
心
な
ど
を
踏
ま

え
た
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工

夫
・
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た『
個
別
最
適
な
学
び
』と『
協

働
的
な
学
び
』
を
一
体
的
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
特
性
な
ど
を

効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
本
市
の
児
童
生
徒
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
『
算
数
・
数
学
』
の
学

習
支
援
と
し
て
、
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生
に
導
入
し
て
い
る
算
数
学
習

ア
プ
リ
の
活
用
を
継
続
し
、
学
習
内

容
の
確
実
な
定
着
と
学
力
の
底
上
げ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
従
来
の
授
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
組

み
合
わ
せ
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
』
の
実
現
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
通
常
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、

夏
休
み
や
冬
休
み
に
お
い
て
も
、
児

童
生
徒
が
外
国
語
指
導
助
手
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機

会
を
設
け
、
日
常
か
ら
英
語
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
を
進
め
『
聞
く
・
話

す
』
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
が
自
己
調
整
し
な
が
ら
学

習
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
、
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
児

童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に

努
め
、
日
頃
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
持

ち
帰
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
主
体
的

な
学
び
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
行
事
や
学
級
活
動
、児
童
会
・

生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
の

意
見
や
人
権
を
尊
重
し
、
よ
り
よ
い

人
間
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
自
己
存

在
感
や
自
己
有
用
感
を
育
む
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
た

め
、
地
域
資
源
や
地
域
人
材
を
活
用

し
た
体
験
活
動
を
重
視
し
『
ふ
る
さ

と
登
別
』
の
良
さ
を
知
り
、
理
解
を

深
め
る
教
育
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
小
学
校
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の

派
遣
な
ど
を
継
続
し
、
組
織
的
に
運

動
の
習
慣
化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
家

庭
に
お
け
る
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
』
の
啓
発
、『
登
別
市
ケ
ー
タ
イ
・

ス
マ
ホ
３
つ
の
ル
ー
ル
』
に
つ
い
て

周
知
徹
底
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の

健
全
な
心
身
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
実
践
的
指
導
力
や
専
門
性
の
向
上

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
教
職
員
の
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
教
育
委
員
会
デ
ジ
タ
ル

フ
ェ
ロ
ー
と
連
携
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
指
導
力
向
上
研
修
に
取
り
組
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と
と
も
に
、
保
護
者
と
の
連
絡
体

制
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
よ
り
教
職

員
の
働
き
方
改
革
に
努
め
ま
す
。

　
今
日
の
日
本
社
会
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
情
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技
術
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
人
々
の
価
値
観
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

が
大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
の
脅
威
や
国
際
情
勢
の
不
安
定

さ
に
よ
り
、
先
行
き
が
不
透
明
で
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
諸
課
題
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な

人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
協
働
し
、
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、
自
ら
が
共
生
社
会
の
創
り

手
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
や
可

能
性
を
引
き
出
す
教
育
を
推
進
し
、
そ
の
成
長
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き

ま
す
。

教育行政執行方針
令和６年度

※要約・抜粋しています。

令和６年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

土
曜
授
業
の
見
直
し

確
か
な
学
力
の
向
上

英
語
教
育

健
康
・
体
力
づ
く
り

教
職
員
の
人
材
育
成

望
ま
し
い
学
習
習
慣
の
確
立

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

安宅 錦也 教育長

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
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重要施策２ 支え合い、安心して暮らせるまち
誰もが安心して産み・育てられる環境の充実誰もが安心して産み・育てられる環境の充実
　妊娠期から子育て期の切れ目のない支援の強化につ
いては、産後ケア事業のさらなる充実化を図り、子育
て世帯の負担軽減については、18歳以下の全ての子ど
もにかかる医療費について助成します。
　公立保育所については、民営化に取り組むとともに、
保育需要への柔軟な対応や地域の子育て支援などの充
実を目指していきます。また、児童の放課後などの活
動拠点の確保については、幌別小学校敷地内へ放課後
児童クラブを併設した新児童館の建設を進めるととも
に、青葉児童クラブの青葉小学校内への移転を進めま
す。
　定住促進と少子化対策については、夫婦として新生
活を始める39歳以下の世帯に対する上限30万円の家賃
や引越費用などの一部補助を継続するとともに、29歳
以下の若い世帯に対しては補助上限額を60万円まで拡
大します。

●結婚新生活支援補助金
●子ども医療費助成経費
●（仮称）幌別児童館統合整備事業費
●産婦総合支援事業費
●出産・子育て応援事業費
●特定不妊治療費（先進医療）助成事業費

600万円
6,766万円

３億6,631万円
266万円
1,826万円
164万円

重要施策３

重層的支援体制整備事業重層的支援体制整備事業
　高齢・障がい・子ども・生活困窮などに関する既存
の相談支援の仕組みを生かしつつ関係機関と連携を図
り、包括的な支援体制の構築に取り組みます。

●生活困窮者自立支援事業費
●総合相談支援事業費
●地域包括支援センター運営事業費

265万円
2,174万円
6,926万円

多文化共生社会の実現多文化共生社会の実現
　近年、外国人労働者が増加している状況にあること
から、地域住民の国際理解と多文化共生の推進に取り
組むこととし、地域おこし協力隊として『国際交流プ
ロジェクトマネージャー』を募集し、外国人住民が孤
立せず、気軽に相談ができる環境や、地域住民と外国
人住民が交流できる環境をつくっていきます。

●デンマーク友好都市中学生派遣交流事業費386万円

環境に優しいまちづくり環境に優しいまちづくり
　将来にわたって住み続けられるまちづくりを進めて
いくため、環境負荷の低減に継続して取り組みます。
　また、クリンクルセンターの再延命化に向けた計画
の策定を行います。

●ゼロカーボンシティ重点対策加速化事業費
●クリンクルセンター再延命化計画策定業務委託料

7,409万円

163万円

持続可能な行政経営持続可能な行政経営
　人口減少や少子高齢化による人手不足や税収減な
ど、安定した財政運営に向け大きな課題と直面する
中、将来にわたり市民の皆さまに質の高い行政サー
ビスを提供し続けるため、事務事業のスクラップア
ンドビルド、デジタル化などによる業務効率化やコ
スト抑制、提供サービスの最適化などに努めます。

● 情報化推進経費 １億2,139万円

災害に強いまちづくり災害に強いまちづくり
　令和７年２月、本市初となる冬の総合防災訓練を実
施し、避難にかかる時間や身体への負担度など、夏季
との違いを参加者に感じていただきます。
　避難時の線路横断については、市民などの円滑な避
難のため、本年１月にＪＲ北海道へ協議申し入れを行
ったところであり、今後も早期の合意を目指していき
ます。
　現在建設中の消防庁舎は、令和７年４月の供用開始
に向け、また、西胆振圏３消防本部による消防通信指
令業務共同運用については、令和８年２月からの運用
開始に向け、それぞれ整備を進めます。
　市役所本庁舎については『市民の安全安心を守り、
市民が集い協働のための庁舎』のコンセプトの下、令
和７年度末の完成に向け、今年度は１階床までの躯体
工事の施工を予定しています。

●総合防災訓練経費
●消防本部新庁舎建設事業費
●市役所本庁舎建設事業費

181万円
２億3,241万円
６億9,050万円

▲（仮称）幌別児童館　外観イメージ

手を取り合い、豊かな未来へつなげるまち
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　『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
や
『
ピ

ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
へ
の
参
画
を
通

し
て
、
い
じ
め
問
題
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

『
み
ん
な
が
通
い
た
く
な
る
学
校
づ

く
り
』
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す

る
教
育
』
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
小

学
校
で
実
施
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
、
今
年
度
は
中

学
校
で
も
展
開
し
、
身
近
に
い
る
信

頼
で
き
る
大
人
に
早
期
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
発

信
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
方
、
教
職
員
に
対
し
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
悩
ん

で
い
る
児
童
生
徒
の
発
見
、
声
か
け

な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
『
登
別
市
い
じ
め
・
不
登

校
等
対
策
会
議
』
や
『
生
徒
指
導
担

当
者
会
議
』
で
の
事
例
研
修
や
情
報

交
換
を
通
し
て
、
い
じ
め
問
題
・
不

登
校
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早

期
解
決
へ
の
組
織
的
な
対
応
を
継
続

し
、
不
登
校
と
な
っ
た
児
童
生
徒
へ

の
、
個
に
応
じ
た
支
援
を
推
進
し
ま

す
。

　
円
滑
な
学
校
間
連
携
や
接
続
を
実

現
す
る
た
め
に
、
相
互
参
観
や
教
職

員
・
子
ど
も
の
交
流
を
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
学
区
で
『
目
指
す
子
ど

も
像
・
15
歳
の
姿
』
を
共
有
し
、
小

中
学
校
９
年
間
を
見
通
し
た
学
習
指

導
や
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
実
施
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
幼
児
期
か
ら
切
れ

目
の
な
い
一
貫
し
た
支
援
体
制
を
継

続
し
、
個
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
・

支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
夏
の
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発

表
を
受
け
、
各
小
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
移
動
式
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
の
長

期
休
業
日
数
を
、
夏
季
は
30
日
、
冬

季
は
20
日
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
教

室
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を

意
識
し
た
日
常
的
な
取
り
組
み
の
ほ

か
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に

児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
な
対
応
が
と

れ
る
よ
う
、
事
故
な
ど
の
未
然
防
止

に
向
け
た
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
幌
別
小
学
校
と
幌
別
東
小
学
校
の

統
合
に
向
け
着
実
な
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
令
和
７
年
２
月
15
日
に

は
、
幌
別
東
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
幌
別
中
学
校
と
登
別
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
令
和
９
年
４
月
の

統
合
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

両
校
関
係
者
で
、
通
学
方
法
や
特
色

あ
る
教
育
の
取
り
扱
い
な
ど
に
関
し

議
論
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
本
市
の
出
生
数
激

減
に
よ
る
少
子
化
の
加
速
傾
向
を
考

慮
し
『
登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
』
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け
、

関
係
団
体
相
互
の
連
携
強
化
と
役
割

の
整
理
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
試
行
的
に
開

始
し
た
中
学
校
部
活
動
の
段
階
的
地

域
移
行
に
つ
い
て
は
『
登
別
市
地
域

ク
ラ
ブ
』
を
運
営
す
る
一
般
財
団
法

人
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
を
支
援
し
、
新
た
な
チ
ー
ム
の
休

日
活
動
や
、
先
行
実
施
し
て
い
る
チ

ー
ム
の
平
日
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　『
郷
土
資
料
館
』
や
『
の
ぼ
り
べ

つ
文
化
交
流
館
』
の
在
り
方
の
検
討

を
進
め
つ
つ
、
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
知
里
幸
恵
関
連
資
料
の
レ
プ
リ
カ

を
製
作
し
、
郷
土
資
料
館
な
ど
で
の

展
示
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
親
が
相
互
に
学
び
合
う
『
家
庭
教

育
学
級
』
を
通
じ
て
、
子
育
て
に
関

す
る
知
識
や
望
ま
し
い
生
活
習
慣
な

ど
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
『
こ
ど
も
110
番
ス
タ
デ
ィ

ち
ゃ
ん
の
家
』
を
活
用
し
、
不
審
者

と
の
遭
遇
な
ど
を
想
定
し
た
『
駆
け

込
み
訓
練
』
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、

地
場
産
品
を
で
き
る
限
り
取
り
入
れ
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
る
献
立

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
今
年
度

も
据
え
置
き
、
保
護
者
へ
の
間
接
的

な
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

令
和
11
年
度
の
供
用
開
始
を
目
途
に
、

室
蘭
市
と
広
域
設
置
の
合
意
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
た
準
備
な
ど
、

具
体
的
な
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
資
料
の
収
集
整
備
な
ど
に
努
め
る

と
と
も
に
『
第
４
次
登
別
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
』
に
基
づ
き
、

読
書
啓
発
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
本
館
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
著
し
い
な
ど
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

ち   

り 

ゆ
き 

え
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い
じ
め
・
不
登
校
対
策

特
別
支
援
教
育

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

青
少
年
の
健
全
育
成

図
書
館

学
校
給
食

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ふ
る
さ
と
教
育

安
全
対
策
・
安
全
指
導

学
校
の
適
正
配
置

幼
保
小
中
連
携

　
　
　・
小
中
一
貫
教
育

●いじめ・不登校等対策経費
●学校給食センター共同整備事業費負担金
●幌別東小学校閉校記念事業補助金
●地域クラブ活動推進事業費
●登別市文化・スポーツ振興財団運営補助金 
●図書館運営管理経費

 12 万円
683万円
60万円

2,477 万円
1,812 万円
1,065 万円

など

令和６年度の教育にかかる主な予算
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▲基金の前年度比

令和5年度

令和6年度

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0
（億円）

取り崩し予定 3.5億円

超過納付金
11.6億円

財政調整基金
12.6億円

超過納付金
8.1億円

財政調整基金
12.6億円

7

昨年度より約 3.8 億円の減少昨年度より約 3.8 億円の減少

特別会計

一般会計
令和６年度 当初予算の概要

　『特別会計』は、国民健康保険や介護保険など、
使途が決まった収入（保険料や使用料など）で特定
の事業を行っています。
　市には５つの特別会計があり、令和６年度の特別
会計当初予算の合計は106億7,480万円となりまし
た。

公営企業会計
　『公営企業会計』は、民間企業と同様に、独立採
算を原則として事業を行っています。
　市には、水道事業、下水道事業、簡易水道事業の
３つの会計があり、令和６年度の公営企業会計当初
予算の合計は53億30万円となりました。

福祉や教育、公共施設の整備など市の基本的な事業を行うための予算

　財政運営上は、収入全体の中で、自主財源である
市税の割合が高いことが望ましいとされていますが、
本市の市税の割合は22.5㌫と、地方交付税のほうが
割合が高くなっています。
　令和６年度は、ふるさと納税による寄附金の増な
どを見込んだほか、消防本部新庁舎の建設などの整
備が終わったことにより、建設事業などを行う際に
借り入れる市債が減少しました。

支出
240.0億円
（－3.8億円）
（　）は対前年度

増減額

総務費
27.1億円

（＋7.7億円）

11.3％

民生費
90.1億円

（＋3.7億円）

37.5％

土木費
20.1億円

（－0.5億円）

8.4％
教育費

11.7億円（－1.4億円）

4.9％

公債費
19.9億円（－3.0億円）

［元金18.9億円・利子1.2億円］

8.3％

給与費
37.7億円

（＋2.6億円）

15.7％

その他
33.4億円

（－12.9億円）

13.9％

収入
240.0億円
（－3.8億円）
（　）は対前年度

増減額

その他
53.1億円

（＋3.4億円）

22.2％

市税
54.0億円

（＋0.2億円）

22.5％

市債
20.3億円

（－7.1億円）

8.4％

国・道支出金
52.9億円

（+1.1億円）

22.0％

地方交付税
59.7億円

（－1.4億円）

24.9％

　総務費は、市役所本庁舎建設事業費の増などにより
大きく増加しています。
　民生費は、（仮称）幌別児童館統合整備事業費の増
などにより大きく増加しています。
　公債費は、過去に借りた額の大きい借金の返済が終
了したため減少しています。
　その他については、消防費が消防本部新庁舎建設事
業費の減などにより大きく減少しています。

令和６年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

　令和６年度の一般会計当初予算は240億200万円となりました。
　市役所本庁舎建設事業や（仮称）幌別児童館統合整備事業など
新たな建設工事が始まる一方で、国や銀行などから借りたお金を
返済するための公債費が約３億円減少し、消防本部新庁舎の建設
工事が終了したことから、公共施設などの建設や道路の整備など
に使うお金が約８億5,600万円減少するなど、前年度に比べ、３
億7,800万円減少しました。
　しかし、支出が収入を上回る見込みであることから､３億5,00
0万円の財源不足が生じました。この財源不足については、市の
貯金にあたる、北海道市町村備荒資金組合の超過納付金を取り崩
して対応することとして予算を編成しました。
　市の貯金残高は、最低限必要な水準を確保しているものの大型
事業が本格化することから、将来にわたって安定的な財政運営が
図られるよう、引き続き、収入の増加や支出の節約に努めます。

残高総額　令和５年度　24.3億円
　　　　　令和６年度　20.8億円
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